
 
硝
酸
イ
オ
ン
で
知
る

ト
マ
ト
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
栄
養
診
断

元
・
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
現
・
女
子
栄
養
大
学
非
常
勤
講
師
）　
　

六ろ
っ

本ぽ
ん

木ぎ　

和か
ず

夫お

着
生
部
位
に
よ
っ
て
汁
液
中
の
硝
酸
イ
オ

ン
濃
度
が
異
な
る
点
で
す
。
正
確
な
診
断

を
行
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
葉
柄
の
採
取

部
位
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
マ
ト
で
は
収
穫
部
位
が
下
段
か
ら
上

段
に
移
動
す
る
た
め
、
採
取
部
位
は
そ
れ

に
合
わ
せ
た
方
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
成
熟
果
の
２
段
ほ
ど
上
の
、

ピ
ン
ポ
ン
玉
程
度
に
肥
大
し
た
果
房
直
下

葉
の
中
央
部
に
あ
る
、
小
葉
の
葉
柄
と
し

ま
す
（
第
１
図
）。一
方
、
北
海
道
の
ハ
ウ

ス
夏
秋
ト
マ
ト
で
は
、
第
１
〜
３
果
房
直

下
葉
な
ら
ト
マ
ト
の
栄
養
状
態
を
よ
く
反

映
し
、
チ
ッ
ソ
施
肥
量
と
の
相
関
も
高
い

た
め
、
第
１
果
房
直
下
葉
の
先
端
の
小
葉

の
葉
柄
を
採
取
部
位
と
し
ま
し
た
。

　

作
型
、
栽
培
方
法
、
気
象
条
件
な
ど
が

変
わ
れ
ば
、
測
定
部
位
も
異
な
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
、
地
域
の
栽
培
条
件
に
即
し

て
最
適
な
部
位
を
決
め
て
い
け
ば
よ
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
曇
雨
天
の
時
は
採
取

を
避
け
、
晴
天
時
の
午
前
中
に
行
う
の
が

望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
　

硝
酸
イ
オ
ン
の

　
　

簡
易
測
定
法

　

栄
養
診
断
の
結
果
が
早
く
得
ら
れ
れ
ば
、

施
肥
管
理
を
よ
り
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
診
断
は
簡
単
な
操

作
で
短
時
間
に
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

　
　

植
物
体
養
分
の

　
　

採
取
方
法
と
測
定
部
位

1 

採
取
方
法

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
診
断
に
は
即
断
的
な
結

果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
測
定
の
容
易
さ
、

簡
便
さ
か
ら
、
作
物
体
中
の
無
機
養
分
を

対
象
と
し
ま
す
。
野
菜
は
好
硝
酸
性
で
あ

り
、
硝
酸
イ
オ
ン
の
形
で
チ
ッ
ソ
を
吸
収

す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
吸
収
さ
れ
た
硝
酸
イ
オ
ン
は
、
作
物

体
が
チ
ッ
ソ
過
剰
に
な
る
と
多
量
に
蓄
積

し
ま
す
が
、
チ
ッ
ソ
不
足
に
な
る
と
急
激

に
低
下
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
栄
養
条
件
に

よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
チ
ッ
ソ

栄
養
の
指
標
と
し
て
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
を

測
定
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

作
物
体
の
葉
身
と
葉
柄
を
比
較
す
る
と
、

葉
柄
は
多
汁
質
で
、
作
物
体
養
分
で
あ
る

汁
液
を
採
取
し
や
す
い
の
に
対
し
、
葉
身

は
多
汁
質
で
な
く
、
汁
液
の
採
取
が
難
し

い
部
位
で
す
。
さ
ら
に
、
診
断
指
標
と
な

る
硝
酸
イ
オ
ン
は
、
葉
身
よ
り
葉
柄
に
多

い
こ
と
か
ら
、
葉
柄
の
方
が
測
定
部
位
と

し
て
適
し
て
い
ま
す
。
汁
液
は
、
葉
柄
を

０
・
５
〜
１
㎝
前
後
に
細
断
し
、
ニ
ン
ニ

ク
搾
り
器
に
よ
り
圧
搾
し
て
採
取
す
る
方

法
が
最
も
簡
便
で
す
（
写
真
１
）。

2 

測
定
部
位

　

葉
柄
の
汁
液
を
搾
取
す
る
時
、
最
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
葉
柄
の

　

野
菜
の
中
で
、
果
菜
類
は
葉
菜
類
に
比
べ

栽
培
期
間
が
長
い
た
め
、
元
肥
の
ほ
か
に
数

回
の
追
肥
を
実
施
し
ま
す
。
生
産
者
は
養
分

不
足
に
よ
る
減
収
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
過
剰

な
施
肥
に
陥
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
む

だ
の
な
い
施
肥
管
理
を
行
う
に
は
、
栽
培
期

間
中
の
動
的
な
土
壌
養
分
、
作
物
体
養
分
を

簡
易
に
測
定
し
、
追
肥
の
要
否
を
判
断
す
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
診
断
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
ト
マ
ト
は
樹
体
の
栄
養
条
件
の
違

い
に
よ
っ
て
過
繁
茂
に
な
り
、
果
形
が
乱
れ

や
す
い
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
花
芽
の
着
生

不
良
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
品
質
な

ト
マ
ト
の
安
定
生
産
を
図
る
に
は
、
好
適
な

栄
養
条
件
で
生
育
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
診
断
を
用
い

た
、
適
正
な
チ
ッ
ソ
栄
養
に
基
づ
く
施
肥
管

理
技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

果房直下葉の中央部にある
小葉の葉柄（Ａ～Ｄ）

第１図　葉柄の測定部位

Ａ

B
C
D

↑ニンニク搾り器による汁液の採取。

写真１
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酸
イ
オ
ン
濃
度
を
直
接
測
定
で
き
ま
す
。

栽
培
現
場
で
は
よ
り
使
い
や
す
い
機
種
だ

と
い
え
ま
す
（
写
真
2
）。

　
　

硝
酸
イ
オ
ン
の

　
　

診
断
基
準
値

1 

促
成
ト
マ
ト

　

埼
玉
県
の
主
要
作
型
で
あ
る
促
成
ト
マ

ト
（
播
種
：
９
月
上
旬
、
定
植
：
11
月
下

旬
、収
穫
期
間
：
２
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
）

に
お
い
て
、
果
実
収
量
と
葉
柄
汁
液
の
硝

酸
イ
オ
ン
濃
度
の
関
係
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
な
お
、
試
験
区
と
し
て
、
標
準
施
肥

区
（
10
ａ
当
た
り
元
肥
チ
ッ
ソ
20
㎏
、
追

肥
チ
ッ
ソ
10
㎏
）
と
、
標
準
施
肥
の
チ
ッ

ソ
量
を
半
量
と
し
た
減
肥
区
、
１
・
５
倍

の
増
肥
区
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
葉
柄
中
の
硝
酸
イ
オ
ン
濃

簡
易
測
定
器
具
と
し
て
、
「
メ
ル
コ
ク
ァ

ン
ト
硝
酸
イ
オ
ン
試
験
紙
」
「
Ｒ
Ｑ
フ
レ

ッ
ク
ス
」
「
コ
ン
パ
ク
ト
硝
酸
イ
オ
ン
メ

ー
タ
」が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
メ
ル
コ
ク
ァ
ン
ト
硝
酸
イ
オ
ン
試
験

紙
」
は
半
定
量
で
す
が
、
慣
れ
れ
ば
高
い

測
定
精
度
が
得
ら
れ
ま
す
。
試
験
紙
の
値

段
が
、
１
枚
50
円
と
安
い
こ
と
も
大
き
な

利
点
で
す
。
ま
た
、
試
験
紙
と
反
射
式
光

度
計
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
Ｒ
Ｑ
フ
レ
ッ

ク
ス
」
は
、
測
定
器
具
の
中
で
は
高
価
で

す
が
、
高
い
精
度
で
硝
酸
イ
オ
ン
を
測
定

で
き
ま
す
。
硝
酸
イ
オ
ン
の
ほ
か
、
リ
ン

酸
イ
オ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
ど
の
成
分
の
測
定
も
可
能
で
す
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
硝
酸
イ
オ
ン
メ
ー
タ
」
は

測
定
レ
ン
ジ
が
１
０
０
〜
９
９
０
０
ppm
と

広
い
た
め
、
汁
液
を
希
釈
し
な
く
て
も
硝

度
は
各
区
と
も
収
穫
開
始
の
２
月
下
旬
か

ら
減
少
し
、
減
肥
区
は
４
月
以
降
に
５
０

０
ppm
以
下
と
な
っ
て
、
チ
ッ
ソ
不
足
の
た

め
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
硝
酸
イ
オ
ン
濃

度
が
最
も
高
く
経
過
し
た
増
肥
区
と
、
中

程
度
と
な
っ
た
標
準
施
肥
区
の
収
量
は
、

や
や
増
肥
区
で
優
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

顕
著
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
し
、
増
肥
区
は
土
壌
の
残
存
チ
ッ
ソ
が

多
い
こ
と
か
ら
、
葉
柄
汁
液
の
硝
酸
イ
オ

ン
濃
度
の
適
正
域
は
、
標
準
施
肥
区
の
水

準
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、

標
準
施
肥
区
で
は
後
期
に
チ
ッ
ソ
不
足
の

傾
向
も
見
ら
れ
た
た
め
、
硝
酸
イ
オ
ン
濃

度
を
や
や
高
く
す
る
必
要
も
生
じ
ま
す
。

　

ほ
か
の
試
験
結
果
も
考
慮
す
る
と
、
２

月
下
旬
ま
で
は
４
０
０
０
〜
５
０
０
０
ppm
、

３
月
上
旬
〜
４
月
下
旬
は
２
０
０
０
〜
３

↑現場で使いやすくおすすめの「コン
パクト硝酸イオンメータ」。

写真2

５
０
０
ppm
、
５
月
以
降
は
１
０
０
０
〜
１

５
０
０
ppm
に
設
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
第
2
図
）。

2 

夏
秋
ト
マ
ト

　

北
海
道
で
は
冷
涼
な
気
象
条
件
を
生
か

し
た
、
５
月
中
旬
定
植
の
ハ
ウ
ス
夏
秋
ト

マ
ト
（
収
穫
期
間
：
７
月
上
旬
〜
９
月
下

旬
、
６
段
収
穫
）
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
断
基
準
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

元
肥
、
追
肥
量
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
試

験
区
を
つ
く
り
、
果
実
収
量
と
葉
柄
汁
液

の
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
の
関
係
を
見
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
が
６

０
０
０
〜
７
０
０
０
ppm
の
試
験
区
で
最
も

多
収
と
な
り
、
４
０
０
０
ppm
以
下
で
は
減

収
し
た
こ
と
か
ら
、
栄
養
診
断
の
た
め
の

基
準
値
は
４
０
０
０
〜
７
０
０
０
ppm
に
設

定
で
き
る
と
分
か
り
ま
し
た
（
第
3
図
）。

第3図　夏秋トマトにおけるチッソ施肥量、 
　　　　硝酸イオン濃度と全収量の関係
　　　　　          　　　　　　（道立道南試、坂口）  
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作
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、
下
は
土
壌
用
の
キ
ッ
ト
。
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果実収量
標肥（19.1t/10a）　　減肥（15.9t/10a）
増肥（20.1t/10a）

1月 2月 3月 4月 5月 6月

硝
酸
イ
オ
ン（
ppm
）
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0

第2図　果実収量と硝酸イオン濃度の関係



ppm
の
範
囲
に
低
下
し
ま
す
。
硝
酸
イ
オ
ン

濃
度
と
果
実
収
量
の
関
係
を
見
る
と
、
収

穫
開
始
期
の
３
月
上
旬
か
ら
摘
芯
処
理
を

行
う
５
月
下
旬
に
か
け
て
、
硝
酸
イ
オ
ン

濃
度
が
１
０
０
０
ppm
以
下
に
な
る
と
収
量

が
減
る
の
に
対
し
、
１
０
０
０
〜
２
０
０

０
ppm
さ
え
維
持
す
れ
ば
目
標
収
量
を
確
保

で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｔ
と
Ｏ
の
二
人
の
生
産
者
を

対
象
と
し
、
葉
柄
汁
液
の
硝
酸
イ
オ
ン
濃

度
を
定
期
的
に
測
定
し
て
み
ま
し
た
。
ま

ず
、
Ｔ
生
産
者
は
常
に
３
０
０
０
ppm
以
上

で
経
過
し
た
た
め
無
追
肥
と
し
ま
し
た
が
、

一
方
の
Ｏ
生
産
者
は
収
穫
中
期
に
２
０
０

０
ppm
以
下
に
な
っ
た
た
め
追
肥
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
２
０
０
０
ppm

以
上
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
追
肥
は
１

　

実
際
の
栽
培
で
は
、
葉
柄
汁
液
の
硝
酸

イ
オ
ン
濃
度
が
４
０
０
０
ppm
以
下
の
場
合

は
即
座
に
チ
ッ
ソ
10
ａ
当
た
り
４
㎏
を
追

肥
し
、
４
０
０
０
〜
７
０
０
０
ppm
の
時
は

通
常
の
施
肥
、
７
０
０
０
ppm
以
上
の
時
は

追
肥
を
控
え
る
こ
と
で
、
残
存
チ
ッ
ソ
が

少
な
い
適
正
な
施
肥
管
理
を
実
施
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す（
道
立
道
南
試
、
坂
口
）。

　
　

栄
養
診
断
に
よ
る

　
　

施
肥
改
善
の
事
例

　

千
葉
県
の
半
促
成
ト
マ
ト
の
場
合
、
葉

柄
汁
液
の
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
は
１
月
上
旬

で
８
０
０
０
ppm
以
上
に
な
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
後
は
急
激
に
減
少
し
、
収
穫

開
始
期
の
３
月
上
旬
か
ら
摘
芯
処
理
を
行

う
５
月
下
旬
に
は
１
０
０
０
〜
４
０
０
０

  生産者も活用している!
「コンパクト硝酸イオンメータ」で
　らくらく濃度チェック!

←
ホウレンソウで硝酸イオン
濃度をチェック。「気候に
よっても変化があるから、
データとりは重要」と語る
森田さん。

回
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
二
人
の
生
産
者

の
収
量
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
Ｔ
生
産
者

は
栄
養
診
断
に
よ
り
10
ａ
当
た
り
３
〜
４

㎏
の
追
肥
量
を
省
け
、
あ
と
地
土
壌
の
チ

ッ
ソ
含
量
も
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
（
千
葉
農
総
セ
、
山
本
ら
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
定
期
的
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
診
断
を
行
い
、
基
準
値
内
な
ら
ば
通
常

の
施
肥
と
し
、
基
準
値
よ
り
高
け
れ
ば
施

肥
を
控
え
、
ま
た
低
け
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。

　京都市北区上賀茂
で森田良農園を営む
森田さんは、こだわ
りの京野菜を中心に
多くの品目を年中栽
培し、市内のホテル
やスーパーに出荷さ
れています。果菜類
を栽培するうえで、
肥料のやりすぎが原

因で増加する硝酸イオン濃度については以前か
ら興味を持たれ、自分が作る作物にはどの程度
の硝酸イオン濃度が含まれているのか、畑で簡
単に測ることのできるコンパクトな測定器具が
あればと考えておられたようです。
　そんな森田さんを含む多くの生産者からの要
望に応えた「コンパクト硝酸イオンメータ」は、
測定まで難しい操作がなく、作物の葉汁を用意
して3つのボタンを押すだけの簡単操作 ! 　ス
ピーディーで正確に硝酸イオン濃度を測定でき
ることから、森田さんはこまめにチェックする
ことで品質の高い野菜作りを心掛けられていま
す。「これからは、この数値を消費者に明らか
にしていくことで、今まで以上の『安全・安心』
と、自分の作る野菜のおいしさを伝えていきた
い」と語られます。

表　トマトの葉柄汁液に含まれる硝酸イオン濃度の診断指標値
作型 作成県 収穫期間 診断基準値（ppm） 備考

促成トマト（6段摘芯） 愛知 12月中旬～2月上旬 収穫全期間：1,500～3,000
半促成トマト（6段摘芯） 愛知 5月中旬～7月上旬 収穫全期間：1,000～2,000

促成トマト（12段摘芯） 埼玉 2月下旬～7月上旬
～2月下旬：4,000～5,000
3月上旬～4月下旬：2,000～3,500
5月上旬～：1,000～1,500

基準値以下の時は10ａ当たり1.0～1.5㎏の追肥

半促成トマト（14段摘芯） 千葉 3～6月 収穫始期（3月上旬）～摘芯処理期 
 （5月）：1,000～2,000 2,000ppm以下の時は10ａ当たり1.5㎏の追肥

夏秋トマト（15段摘芯） 愛知 7月上旬～11月下旬 7月上旬～9月中旬：4,000～6,000
9月中旬以降：3,000～4,000 養液土耕栽培

夏秋トマト（6段摘芯） 宮城 6～10月
第1果房直下葉：5,000～7,000
第2果房直下葉：4,000～6,000
第3果房直下葉以降：2,000～4,500

夏秋トマト（13段摘芯） 福島 第1～3果房直下葉：7,000
第4～10果房直下葉：4,000

7,000ppm、4,000ppm以下の時は10ａ当たり1.5
㎏の追肥

夏秋トマト（14段摘芯） 山口 6月下旬～10月下旬
第1～4果房直下葉：4,000～6,000
第5～10果房直下葉：3,000～5,000
第11～14果房直下葉：1,000～3,000

養液土耕栽培、基準値より高い時は20％
減、低い時は20％増

夏秋トマト（6段摘芯） 北海道 7月上旬～9月下旬 栽培全期間：4,000～7,000 4,000ppm以下の時は10ａ当たり4㎏の追肥
※採取部位　北海道：第１果房直下葉の先端部の小葉の葉柄、他県：ピンポン玉程度に肥大した果房直下葉の中央部の小葉の葉柄

※「コンパクト硝酸イオンメータ」については48頁に詳しく紹介していますので、そちらをご参照ください。（編集部）

（編集部）
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